
◎特集 モノづくりの大切さを教える・研究している高専

まもなく誕生半世紀の高専を想う
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� はじめに

私は ����年に東大から都立航空高専（現都立産

業技術高専）に転身して以来 ��年間，直接，高専教

育に携わりました．この転身は，����年から数年の

都立工業高専での非常勤講師経験と東大への高専卒

編入生の優秀さを通して，高専教育の良さを十分認

識していたことによるものです．���	年に高専退職

後は，全国高専
�の会である「ヒューマンネット

ワーク高専 ����」ならびに若手全国高専 
�に

よる「高専カンファレンス」の応援に顧問として力

を注いでいます．高専はまもなく誕生以来半世紀を

迎えますが，そのうちの約 ��年間もの永きにわた

り高専にかかわってきたことに改めて想いを深くし

ています．

ここでは，高専教育への取り組み，高専人（高専

生，
�など）の活躍，今後の高専教育のあり方な

どについて述べさせていただきます．

東日本大震災の被災者の方々に心からお見舞い申

し上げ，被災高専の復旧をお祈りいたします．
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� 高専教育への取り組み

��� 衛星設計コンテストと超小型衛星づくり �）��）

����年 �月に航空高専・産技高専の超小型衛星��	

才衛星�「�����」の打ち上げが ����の �����ロ

ケットにより成功しましたが，そのルーツは，����

年から始まり，今年 ��回目を迎えた大学院生・大学

生・高専生・高校生が対象の「衛星設計コンテスト」

です．主催は日本機械学会等の学会と ���� です

が，私は第 �回から学生を連続参加させると同時に

第 �回から第 ��回までの ��年間，航空高専のホー

ルを最終審査会会場に提供して，教職員・学生の協

力を得てコンテストの運営を主体的に行い，衛星通

信とインターネットライブによる全国中継をも実施

しました．これに対して，����年に日本工学教育協

会業績賞（衛星設計コンテスト参加による宇宙工学

推進）をいただきました．

「アイデアの部」と「設計の部」，�年前からは

私の提唱により始った高校生向けの「ジュニアの部」

に分かれていて，小型衛星は重量 	� ��以内，打ち

上げ時寸法 	� ��立方以内に限定されています．航

空高専は第 ��回迄は連続出場を果たし，東大・東工
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大と並ぶ常連校としてアイデア大賞ほかの連続入賞

を果たしています．その後は数校の高専がエントリ

してきてくれ，最近は鳥羽商船高専が連続出場，連

続アイデア大賞受賞の栄誉に輝いています．

衛星設計コンテストは机上のものでしたが，実際

に �� ��立法，� ��程度の超小型衛星づくりが東大

と東工大で始まり，両校の �号機が仲良く ����年

�月にロシアから打ち上げ成功，その後，現在まで

に両校と他校の複数の大学衛星が打ち上げられてい

ます．

かねてより計画していた航空高専の超小型衛星づ

くりのスタートは ����年で，����年の打ち上げま

でに 	年の歳月が流れ，延べ 	�名を超す学生達の

努力の結晶が「�����」なのです．���� 年 	 月の

���������ロケット相乗り審査会では，書類審査

で!ランクであった �	才衛星が，予想外に一番人気

で選定されて以降の彼等の寝食を忘れた奮闘は並大

抵のものではありませんでした．それが見事に報わ

れ，����年 �月 ��日の打ち上げ成功につながった

ことは大変嬉しいことです．なお，����年 �月，指

導教員が文部科学大臣表彰科学技術賞を受賞された

ことも喜ばしいことですが，「�����」づくりに青春

を捧げてきた多くの学生諸君が讃えてもらえなかっ

たことが非常に残念です．私は �独�国立高専機構へ

彼等を讃えてもらうべく書類を揃えて再三お願いし

たが，それが実現しなかったことも大変心残りです．

現在，「�����」世代を受け継ぐ次の世代の主力の

産技高専の �，�年生 �	名が �年後の打ち上げを目

指して，光通信衛星「!�"��」の開発を行っていま

す．彼等は ����年 ��月から，「みんなの宇宙開発」

と名付けて，一緒に衛星開発をやりましょう，と一

般の方々への呼びかけを始めており，その運動の展

開が楽しみです．

��� 土曜イベントの開催

����年 � 月の校長就任にあたり，完全週 	 日制

がスタートの時期でしたが，逆に月一回，土曜日の

午後に地域住民や全都の中学生に対して学校開放を

行う ��� ��#$%&'#( �)$*&+��+ ��,���� を始めまし

た．航空機が展示されている科学技術展示館の毎回

開館，学内外の講演者による毎回のホール講演会や

音楽会や演劇会（ライブも実施），教職員と学生に

よる各種の体験教室，学習教室等の並列開催を退職

までの �年間で合計 ��回行いました．

毎週の土曜休みは学生のためにもったいない何と

かしなければとの私の強い想いが彼等に通じ，多く

の学生が運営に携わり，出演ならびに参加してくれ

たことは嬉しく，彼等に対する教育効果は大で，教

職員の意識改革もできたと信じています．マスコミ

でも頻繁に取り上げられたことから -.効果も大き

く，高専を知ってもらうことに役立ったと自負して

います．ごく最近，学内に ���復活の動きが出てき

ていると聞き及び嬉しく思っているところです．

� 高専人の活躍

��� ヒューマンネットワーク高専 ����	

��は国公私立を問わない全国高専
�の連携，

躍進をめざすため，����年に長野高専
�が中心と

なり創られた会で，準備期間を入れると ��年近く

の永い歴史を持つ組織で，高専機構の�-にも，同

窓会に次いで紹介され，その活動が期待されていま

す．設立に心血を注ぎ，永年，かなりの犠牲を負い

つつも会の運営を今日まで継続し，現在も事務局長

として大任を果たしている宮下和美さん（長野高専

�期）を中心として，ともに苦労してきた副会長の

田玉治實さん（長野高専 �期）をはじめとする設立

メンバーには敬意を表します．

各高専の同窓会が
�をつなぐ縦糸の役割を担っ

ているのに対して，��は各高専の枠を超える横糸

の役割を演じており，普段の/0による交流に加え

て，年一回の総会，各支部の総会，支部主催のフォー

ラム，各地域での月例会などを開催して，情報交換，

交流を図っています．

����年 �月には，会員相互のための機関誌「赤と

んぼ」第 �号（��版 	�頁）が発行され，その後，

年 �回の発行を原則として，これ迄，第 ��号まで

発行されています．編集委員長の尾上良明さん（都

城高専 �期），編集顧問の池田知隆さん（有明高専

�期）をはじめとする編集委員の永年にわたる高専

魂によるたゆまぬ努力には頭が下がります．最近は，

頁数，発行部数とも増えてきており，��が高専

応援団を指向しはじめてきたこととも相まって，広

報機関誌的な色合いが濃くなってきています．

� /#$*&1#�2 �+$*�&#$1�+ ��� �� � ��（����）
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����年 �月に発行された最新の第 ��号 �）は，「高

専教育の実態を知る特集号」的な内容であり，��

版 ���頁で �3���部発行されています．�	名を超す

高専
�教職員からの寄稿記事に加えて，特別企画

として高専教育の良さを本に纏められた荒木光彦松

江高専校長ならびに高専
�であられる中尾充宏佐

世保高専校長のお二人へのインタービュー記事も掲

載されています．自らも学んだ高専で溌剌と後輩に

接している若い先生から超ベテランの先生までの幅

の広い年令層の先生方が，学生と先生の両方の視点

で素晴らしき高専教育について綴っておられ，高専

教育の実態が手に取るように分かる内容になってい

ます．つい最近，宮下事務局長の出身中学の後輩が

「赤とんぼ第 ��号」を読んで，高専を志望して，見

事合格したとの嬉しいニュースが飛び込んできまし

た．まもなく第 ��号の編纂計画を立てる時期です

が，バックナンバーを含む有益な「赤とんぼ」が一

人でも多くの全国の中学生や保護者の方の目に触れ

るような仕組みづくりが急がれます．

来年の高専創立 	�周年を迎えるにあたり，全国

高専同窓会を結ぶ要としての重要な役割を ��が

担うべき状況をも踏まえ，従前から計画されていた

��万人高専パワーを活かす会社が��有志により

設立され，新年度から事業を開始するとのホットな

情報に接し，その事業展開に期待するところ大であ

ります．

��� 高専カンファレンス �）

「高専カンファレンス」は，����年 �月に実行委

員会代表の大日向大地さん（長野高専 �	期）が中心

となって立ち上げた ��才前後の主として �!"分野

で働く若い高専
�と現役高専生によるプレゼン型

勉強会です．土曜の午後の開催で，高専生活，�!"，

工業デザイン，経営，理学，4�研究，人工衛星開

発など広範に及ぶ多様なテーマについて，一般発表

（�	分）と01�,$1+� "#��（	分間），時には講演が行

われています．高専をバックボーンとする参加者は，

ワクワク感を共有，意気投合し，楽しく学び合って

おり，懇親会が必ず開かれ交流の輪が次々と拡がっ

ていること，特に多くの高専生が他高専の
�と交

流していることは大変意義深く，素晴らしいことで

す．平均的な参加者は 	�名前後ですが，必ず，ライ

ブ中継（チャット付き）を行っており，��名前後の

アクセスがあります．また，中継動画が5�%"%6*な

どにアップロードされており，�!"を活用した現代

的な運営を行っているところは，さすが高専
�と

評価できます．

����年 �月の第 �回は東京で開催され，その後

は，第 �回の主催者の心配をよそに，主として現役

の高専生の参加者が「自分のところでもやりたい」

と手を上げて開催を運営するかたちが定着し，次々

と自律的に開催場所が決まっています．開催運営者

は発表者，参加者をインターネットで公募しており，

高専カンファレンス実行委員会が開催の支援を行う

運営方式をとっています．

����年 �月末までに，女子
�のみによる「高専

女子カンファレンス」をも含み，通算 ��回開催さ

れています．今年の �月には新たに「理学カンファ

レンス」も開催予定です．これまで，東京，北海道，

東北，北陸，信越，東海，関西，四国，九州の高専

所在地で開催されています。

����年 ��月の第 �回高専カンファレンスは，私

の提案で，産技高専で開催され，参加人員 ���名を

超す大カンファレンスが盛大に行われました．����

年 ��月にも自発的に同校で年会的な大カンファレン

スが開催されました．同校を全国から首都圏に集っ

てきている全国高専
�の“第二の母校”として活

用願いたいとの私の持論が今後も活かされていって

欲しいものです．

一方，実行委員会副代表の五十嵐邦明さん（群馬

高専 ��期）が編集長となり，����年 �月に，過去

の高専カンファレンスの中から選りすぐりのテーマ

をまとめた，装丁も素晴らしい無料配布のオープン

ペーパー「7/高専カンファレンス」（��頁，�3���

部）�）が発行されました．同誌の発行により，高専

カンファレンスの今後のさらなる発展に大きな道筋

がつけられたものと高く評価でき，継続発行が楽し

みです．

��� 組込みシステム業界高専
�ネットワーク �）

若年からコンピュータに慣れ親しんだ高専
�の

�!"分野での活躍は，世界的にも非常に高い評価を

得ており，組込み業界でも組込みシステム創成期か

ら高専
�が活躍しています．����年度の組込み総

マテリアルインテグレーション ��� �� � ��（����） 	
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合技術展の際に，中村正規さん（鶴岡高専 �期）が

中心となり，「組込み業界高専
�交流会」が開催さ

れました．この交流会から派生して，これらの方々

により ����年初めに「組込みシステム業界高専
�

ネットワーク」の/0が構築され，関連イベントで

の交流に加え，�月上旬に行われた「��#�1+* !%8

����世界大会」への参加学生をエンカレッジするな

ど，高専生への応援も始めています．このことは，

“高専生，�!"強し”の評判をさらに高める上に大

きな力になるものと期待できます．

� 高専教育の発展に向けて

��� 高専教育の特徴

「赤とんぼ第 ��号」から高専教育の特徴が端的

に表現されている「キーワード」や「キーセンテン

ス」を以下に整理して拾い出してみました．

「大学受験に縛られない伸びやかな教育」「手を

動かし，自分で学ぶことに興味がある人にうってつ

けの環境」「高専ではわくわく感あふれる勉強がで

きる」「寮生活の効用は計り知れない」「中高一貫や

高大一貫教育に先駆けての 	年一貫高専教育の優位

性は大」「十代後半を大学受験のためのトレーニン

グに追われることなく，	年一貫のカリキュラムの

下で各工学分野の基礎から応用までを一通り身につ

けられることが高専で学ぶ利点」「高専入学がエン

ジニアへの一番の近道」「高専という世界に比類な

き教育の場でかけがえのない青春を過すことができ

る高専生は同世代の �9 のエリート」「魂に点火す

る教育」「学生と教員間の距離の近さが高専の魅力」

「専攻科設置・���77認定・第三者評価受審など時

代とともに進化している高専教育」「大学編入して

初めて高専教育の素晴らしさを知る」「高専スピリッ

ツはセレンディピティー �予期しない結果から新発

見をすること�と相性が好い」「均質化している日本

の社会の中で，:ヘテロ人材;を育てる高専の役割は

大きい」 文献 !）には，高専パワー全開で活躍中の

��名を超す高専
�の生の声が綴られていて，高専

教育の素晴らしさが分かりますので，一読の価値が

あります．

��� 
��の高等教育調査団による高専評価 �）

����年末に，
7!4による日本の �	才の生徒の

教育評価の結果が僅か上昇したことを，新聞各紙が

大きく取り上げていましたが，教育機関の評価も行

われていることをマスコミはしっかりと国民に知ら

せて欲しいと思います．����年 	月に，
7!4の

高等教育調査団が日本の大学，高専を視察し，訪問

時の調査団のコメントが ����年 �月 	日付けの朝

日新聞の夕刊に紹介されました．「高専教育は素晴ら

しい，感心した．ただ，大学，特に大学院教育が弱

いのは問題だ」．私は，この記事を見て，これで高

専の知名度がぐんと上がると膝を打って喜んだこと

を今でも鮮明に思い出します．しかし，正式の報告

書が何時まで経っても発行されず，高専評価の鮮度

が落ちてしまったことははなはだ残念でした．報告

書の発行は何と ����年 �月でした．しかし，そこ

に記されているのは「高専は国際的に広く賞賛され

ている．� � � � � �」と，高専が国際的に見ても非常に

ユニークで素晴らしい教育機関であると高く評価さ

れていることは注目に値し，非常に嬉しいことです．

��� 日本機械工業連合会報告書による高専評価 �）

����年 � 月 �� 日付で，「日本機械工業連合会が

“高専の意義・役割を再認識することが必要”との

報告書を公開」とのビックニュースが高専機構 �-

にアップされました．これは日経新聞の掲載記事に

基づくものですが，上述の 
7!4対日教育調査団

による高専への高い評価に続いて，国内からも高専

がクローズアップ，評価されたことは高専人にとっ

てこの上なく喜ばしいことです．

同報告書は，高専制度の調査，高専校長による講

演，金沢高専の見学，企業内教育現場の見学，
7!4

対日教育調査団のレビュー，連合会の会員企業への

アンケート調査結果などに基づいて，高専の意義・

役割を再認識することが必要であると結論づけ，高

専教育を高く評価しています．

なお，日本機械工業連合会を訪問したときに，担

当者の方から，今後，産業界が求める人材は「この

書物（「ハイテク維新　日本産業　覇者の道」岡部

武尚　��ベストブック）のここに書いてあるよう

な人材」と，示された個所を以下に掲げます．

� /#$*&1#�2 �+$*�&#$1�+ ��� �� � ��（����）



◎特集

「これからの多様化する社会，専門家の役割が重

要になる社会では，一流大学の卒業証書の威光は曇

るばかりとなろう．高校卒業で早くから社会人となっ

て苦労した若者や，高専・専門大学の卒業生が活躍

する場はどんどん増えていくし，彼等に対する期待

はますます大きくなるであろう．現場・現物・現実

主義の世界である．これからの激変する社会では決

して学歴や詰め込みによる能力は役に立たない．経

験がものをいう社会だ」．

��� 私の夢見る理想的な高専制度

高専機構では既に第 �期（�����年度）の中期目

標・中期計画が進行中ではありますが，ここに，	�

周年後の高専のあり方への私の想いを述べさせてい

ただきます．


7!4教育視察団からお墨付きをもらった世界に

冠たる高専教育は日本の“至宝”で，国は科学技術

立国の命運をかけて，高専制度を拡大発展させるこ

とが必要ではないでしょうか．

これまでは大学数に比べて高専はあまりにも数が

少なく，それ故に国民にも認知されていない小さな

“至宝”を，	�周年を期して大きな“至宝”に変身

させることが必要ではないでしょうか．”高専が国

を救う”ことを信じて，大英断を持って，高専の倍

増を検討いただけないものでしょうか．

次に，進学率の向上に合わせて専攻科の定員を倍

増し，各高専で独自に学士号を認定できるようにで

きないものでしょうか．さらに，飛び級的な扱いで

優秀な学生に対して，高専本科の卒業生には学士号

取得のチャンスを，専攻科修了者には修士号取得の

チャンスを与える特例を設けることを是非検討いた

だきたいと思います．

将来は，大学に依存せず，高専から独自に博士号

を授与できるようになることが私の最大の夢です．

これまで半世紀間，科学技術立国を支えてきた ��

万高専人の貢献に応えて，	�周年を期して，国は高

専にスポットライトを当てて，発展的な改変の方向

を指向していただきたいと切望する次第です．

� おわりに

産業界の強い要請で誕生した高専は，半世紀を経

て立派に成長してきて，今や世界的な技術教育機関

として孤高の地位を得ており，今後とも科学技術立

国を支えていく人材を輩出する宝庫であり続けるこ

とは間違いなく，なお一層の発展が期待されます．

引き続き産業界からの絶大なご支援をお願いする次

第です．

����年末の就職内定状況調査でも大学（学部）の

内定率約 ��9に対して，高専が約 �	9の高い内定率

を保っているのは，産業界が高専卒に期待している

ことの現われで，喜ばしいのですが，学齢だけで短

大卒と同等の待遇を受けているのが一般的なのは非

常に残念です．彼等が活き活きと活躍できるように，

実力相応の待遇と社会的なステイタスを与えていた

だきたく切望する次第です．

永い歴史を持つ��は，高専の応援団として，若

くフレッシュな高専カンファレンスグループとの緊

密な連携のもとに，世代を越えた ��万人の全国高

専
�のヒューマンネットワークを着実に拡げる活

動と共に，高専の認知度を上げるためのより効果的

な運動を展開されるよう期待します．
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